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加治丘陵山林管理グループ
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NPO法 人 2期を顧みて 理事長 小  澤  盛  久

我々 NPO法 人 加 治丘陵山林管理グル
ープは、入間市に残る唯

一

の里出加治丘陵の自然と人との′も、れあいの場づくりを目指 して活動し

て参りましたが、多くの皆様、企業、さらに又入間市役所等のご理解

ご支援を賜わり、着々とその基盤を創 り上げてくることができました

こと、まず関係各位の皆様に深くお礼申し上げます。

生き生きとした表情で元気に活動する会員の皆様の様子をみるにつ

け、深い感銘をおぼえており、さらにその情熱が私をして
“
さらなる

頑張り
"へ
と押 し上げてくれております。加治丘陵の緑の保全に大い

なる力となつていくことでしょう。私も微力ながら努力してまいりま

すことをここに誓いたいとおもいます。

さて、今期の活動内容を顧みますと、まず
“
事業
"の
面では、入間市などと協働の精神に

もとづき、有償ボランテイアとして事業委託も順調に推移し、収入面では、事業収入、助成

金、会費 (一般会員、賛助会員)そ の他があり、
一方支出は必要最少限にくいとめた結果、

財政面での健全化がはかられ、
一歩一歩その基盤が構築されて参りました。

下草刈り、間伐等の作業面では、活動面

積 122, G42ポ 、活動参加延べ人員数

931名 にのばり、入間市さとやま計画に

基づき、市民による里山保全、生物保護活

動を着実に実施することができました。
一方会員数は、平成 15年 4月 設立以来

2年 を経過し、正会員 243名 、賛助会員

62社 、計 305名 と大きな組織に成長い

たしました。

今後も団塊の世代の方々も市民活動に参

加することが予想され、活動の輪もさらに

広がると思われます。

また組織面については、作業 ・機材
,総務 =会計 ・研修 =広報各班の編成により試行錯誤

しながら活動し、なかでも事故防止を最重要課題と位置づけ研修の充実を計つてきましたが

次年度には更に組織を充実させ 「継続は力なりJで
“
無理せず =事故なく =ゆつくりと・楽

しく
"を
モットーに 「地に足のついた運営Jを 目指しております。



1市民管理協定制度創設
埼玉県では平成 17年 10月 1日 から実施

の表記の制度を新たに創設 した。

この制度は緑地の所有者の方から市町村が

緑地を借り受け、市民に利用される緑地とし

て、県民の皆様 とともに保全管理をしていく

制度である。

私たちのふるさと埼玉は、秩父の森林や荒

川の清流に代表される自然環境に恵まれ、先

人達の努力による開拓農地や武蔵野の雑木林

など、いわゆる里地 ・里山と呼ばれる地域が

至るところに見られる土地柄でした。

しかし高度成長期以降、人日の集中や産業

の集積により、都市が拡大し、活発な社会経

済活動が営まれる
一方で、′S、るさと埼玉らし

い景観や、樹林地 ・農地 ・水辺地などが急速

に失われていつた。

かっては、地域の人々が 「出守 Jと して、

山林の持ち主に代わり管理を行なう制度があ

り、地域の出林を地域で守つてきた。この先

人達の知恵に習い、地域ぐるみで緑地を保全

していけるよう土地所有者、市町村、市民団

体の三者が協働 して緑地を保全 していくこと

を目的とした制度である。

埼玉県は県都市緑化基金 (企業からの寄附

金も含む)を 創設して市民活動を支援する。

市町村は、この緑を 「市民緑地Jと して市

民に憩いと安らぎを提供することができると

ぃうういわば三者が共栄となる制度として期

待されている。

INPO法人(特定非営利活動法人)とは
ここで改めて 「NPO法 人」の意味 ・定義

づけをしてみると、
一言で表すと 「営利を目

的とせず、社会貢献活動を行なう民間の組織

であるJ。

NPO法 に基づき、法人になつた団体のみ

を指します。ボランテイア活動をする団体で

はあるが、個人が善意で行なう個々の活動と

は区別されている。

つまリボランテイアが
“
活動に参加する側

の人
"で
あるのに対して、NPOは

“
ボラン
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テイアの参加する場を作 り、参加を求める側

の組織
"で
あるということができる。

そこで 「非営利Jの 概念であるが非営利イ

コール 「無償Jと 理解されがちで、 「非営利

なのにお金をとるの ?Jと いう疑問を持たれ

るが、NPO法 人の活動は営利を目的としな

い 「右償ボランテイアJの 活動であることを

会員および
一般市民の方に整理 してご理解い

ただく必要があります。

管理事務所は、加治丘陵に携わるグループ

のためのものであり、我々グループは4月 2

7日 、これまで金子公民館のわきにあつた物

置、機材等を新事務所のわきに移した。

今後、作業 ・研修会等の集合場所はこの管

理事務所となるのでご注意ください。
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2月 13日 前年に引き続き、南峯の出林で

大勢の参加者 (非会員を含む)の 協力のもと

わいわいがやがやと娠やかに行なわれた。

笑顔や笑い声が出にあ″S、れ、皆 目を輝かせ

童心に返つたような騒ぎ、それはそれは楽し
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いひとときであつた。それもそのはずで、夏

にはか′もヽと虫 ・秋にはきのこ採取が待つてい

るからである。

さてその成果はどうであろうか。大いに期

待したいところ。尚か′S とヽ虫採取の集いは 7

月初旬、入間市児童センターとの協賛で、ま

たきのこの収穫は9月 頃を予定している。

(詳細は追つておしらせします)

加治丘陵唐沢流域樹林地内の生態系 (オオ

タカ等)保 護のため、埼玉緑の トラス ト協会

の依頼により同地内の間伐材の整理を行なう

と同時に、間伐材を利用してマウンテンバイ

クの乗り入れ進入防止棚を作ると共に、遊歩

道の整備を行なつた。
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伐え会のが誘3〕
務密治丘夕の保全を環境だ

縄,きのある方 ・Ftt t個 人ジ
・賛坊会賃 t企業 ,団体)を

募集 してます。

会長たなつて材た ちの活動 を玄えてぐださ札

Jθ びをの会員カツセ 栃し て涙張 つてかます。

1助成金のご支援に感謝ぃたします
助成金で以下に記載する機材 ・物品をそれ

ぞれ購入することができ、作業活動が、安全

かつ効率的に進められるようになった。

① セ ブンーイレブン緑の基金

(セブンーイレブン系)
・作業用軽 トラック 1台

・ヘルメット な ど

② 財 団法人サイサン環境保全基金 (2回 )

(さいたま市 ・冊サイサン系)

( 第1 回目)
・チエンソー ・刈払い機 ・チップソー

・チエンオイル な ど

(第2回 目)

・枝打ち鋸 ・椎茸用 ドリル

・チップソー な ど

③ 財 団法人大阪コミュニテイ財団

(大阪市 ・東洋ゴムエ業株式会社系)
・安全靴 ・刈払い機 ・チエンソー

・デジタルカメラ ・ノー トパソコン
・作業服 な ど

④ 公 益信託むさしの緑の基金

(さいたま市 ・武蔵野銀行系)
・刈払い機 ・コンプレッサー

・チエンブレーカー な ど

～勺舎貝雰舞特勺ダ劣

●字会費
だムg/窟 スタ〃〒好立と ヱ章歩く  ( ′4

隷 7t△_‐t企業 ,団体)貞 ″ 斉 貞  1

ゴ好  ゴ 万轟
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1定時総会&特別講潰会について
第 2回 NP O法 人加治丘陵出林管理グル

ー

プ定時総会が下記の通り開催されます。

●日 時  平 成 17年 G月 5日 (日)

午後 1時 ～ 2時

●場 所  入 間市市民活動センタ
ー
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「ソザUF軒やヽ 歩く ‖

総会に引き続き、講演会を開催 します。

この講演会に会員以外の方で聴講希望の方は

ご連絡 ください。

◆時 間  午 後 2時 -3時

●講 師  加 治 隆  先 生

(日本アメニティ研究所理事長

死環境庁審議官)

●テーマ 加 治丘陵の自然の未来を考える

‖懇親会 ‖

講演会後、来賓の方も交えて懇親会を開催

tノます。

●時 間  午 後 3時 30分 ～ 5時

●会 場  神 明会館 (市民会館北側

◆会費負担あり。
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開催 します。ご期待ください。

集合場所 ・時間等の詳細は後 日お知らせい

たします。

F繍豹
,翻だ参加して鴨ち勤を思'

″治丘冴ど、ス冴″だ転忌`縄燕 どがつ う

てからナ///クグングやウ才一キング等でうが

うが訪れた場所 でもあち。

泌の才 う材力を月ちダだ″をもや海どなか

好 レトをしたものである。活動 を定 め配 誘 珍

保全普理た少うでもか夕だた て力広 そうて

旨角 勢 物 健康増進 が望みな ぐも維持管誓の

一打たなれが
｀
あ留つてかるとごちである。

材が会津の出間部出身である。

事解 ケの春先、オ々の芽攻 ぐ筋 字 揚 珍雑末

力紗 ち伐採 うてr年 分の燃料だするため

表検総出 ゴ 薪製 グ ・柴京i!グJを した患退があ

る。 うか う今でどそのよ少な光景 がなか。

それもごれも害を `電気炊飯器勢 力多 ▼

ンガズ字のど灰たまるものであち少。

その結果、出ホ ,ま荒れ放題 とな グ、私
｀
斉桜

勿論のごをふ菜 もまのま少た採れなかを無入

力彰勢】て,)た。

かかだ 留 力の保全能勢 力攻 夕であ海か

を癌感どどうれたとごちである。

どガだが、議決 ク才―キングクラノ沙角留

たちの賛溺者 5を の方々ガス会され、要だご

ごうまか汀を妨
「してか海をちである。

会員芽写ゴθ」 = 留  一 ズ

0編 集後認◇登
全詰素螢旨を寄警十毬蟹醤愁

務 ,営業 '教師 合等々さまざまな経歴の持ち

テーマに向かつて活動し、多くの出会いがあ

第 4号 も皆様のご協力で発行でき感謝です

た今、多くの新 しい方々が入会された。仕事の

に尽力しようと入会された方も多い。技術 ・事

主が
“
緑の保全 ・里山の管理

"と
いうひとつの

り、笑いがあり、そして交わりがある。

。 (編集子)
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